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No. 3
宇陀市のワカモノが将来の夢を語るコーナーです。
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次回  3 月定例会
日 月 火 水 木 金 土

徳田　将大さん（菟田野   ２６歳）
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勝 井 太郎

宇陀市ホームページ
http://www.city.uda.nara. jp/
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本会議
（一般質問）

10：00開会（変更の場合があります）
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上記のコーナー「きかせて！あなたの未来」に登場していただける宇陀
市内にお住まいのワカモノの皆さんを募集します。
今、未来に向かって頑張っていること、将来の夢などをこのコーナーで
語りませんか？
住所・電話番号・氏名・年齢・学生の方は学校名と学年・保護者氏名・社会
人の方は職業を明記の上、自分の思いを270字以内にまとめ、写真を
添えて議会事務局へメール（gikai@city.uda.lg.jp）または持参か送
付して下さい。
年齢は問いません。いきいき輝くワカモノの皆さんの応募をお待ちし
ています。

私の将来の夢は、宇陀市といえば『とっきん亭』と言
われるほどのお店にすることです。
父が創業したこのお店のおかげでここまで育てても
らったので、少しでも広く知ってもらいたいと思ってい
ます。今は父の元で修行の身ですが、ゆくゆくは継ぐ
つもりです。
一時は奈良を離れ働いていましたが、生まれ育った
地元・宇陀の良さを実感し「この町、この店を元気にし
たい」と強く思うようになりました。
何か、まちおこしに役立てられる事はないかと考えてい
た時に宇陀の大和トウキ葉の存在を知りました。
これを料理に使えないかと思い、現在販売中の大和ト
ウキ葉入り餃子を考案しました。
今は、店のFacebookでも紹介している『大和トウキ葉
を使ったドレッシング』の発売に向けて日々奮闘していま
す。とくだ まさひろ

議会だよりが発行されるようになって２年目に
なりました。この本はすべての原稿執筆、デザ
イン、編集も議員だけが行う形で発行をしてお
ります。創刊当初は手探り状態で作業が深夜に
及ぶこともしばしばありました。
今年から18歳以上の方に選挙権が与えられる
ようになります。夏には参議院議員選挙もあ

り、若い世代が政治に参画する大きな機会が
やってきます。
私たちも議会だよりの紙面を通じて若い世代
が政治に少しでも関心や興味を持ってもらえ
たらと思っています。学生さんが読んでも読
みやすい議会だよりを目指して議員一同頑
張ってまいります。

お問い合わせ(議会事務局)
電話 ０７４５－８２－５７７１
IP電話 ０７４５－８８－９０８２
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菊岡千秋議員

宇陀市10周年の成果と課題に
ついて
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1. 成果の１つ目として、１０周年を市民が
共に祝い、喜びを分かち合い、更なる
市民融和と郷土愛の醸成が図れることや宇陀市の良さや
魅力を再発見又は創造し、市内外に効果的な情報発信が
図れること、市民が協働するまちづくりへの参画するきっ
かけ創り、更には、賑わいの創出による交流人口の増加、
地域の活性化が図れることなどが効果と考えております。

2. 合併１０年の成果と今後の課題については、住民サービ
スの維持・向上が図られた。また、行財政運営の効率化
により財政基盤の強化、更には、市民主体の地域づくり
の推進が図られた。今後の課題としては、人口減少、高齢
化に伴う新たな行政需要への対応が求められ、住民サー
ビスの低下を招かないように、まちづくりの在り方を検
討する必要があります。また、地域づくりに対する新たな
需要や福祉対策、雇用対策等の関係経費の増加が見込
まれるため、一層簡素で効率的な行政体制の整備と安
定的な財源の確保が必要です。

きくおか ちあき

公の契約・委託制度について

水道局契約の３件において契約・随意契
約及び工期の設定および工種変更につい
て質問を行いました。

大宇陀野依・内原については、奈良県宇陀土木事務所との関
係により入札執行を行ったが本体工事が遅れたため全体的
に工期が遅れた。玉立赤瀬地内においては、事前に隣接地権
者との立会を行っていなかった為に工程を見直し工種変更を
行った。西山左近橋においては、工期・場所等が関係する為随
意契約となった。出水期（６月１６日～１０月１５日まで）は直接
の工事は行えない。
地元住民の理解を得ながら工事を進めていきたい。

● コメント
上下水道事業において計画地域の見直しを含め、未普及
解消事業の予算配分などを見直して頂く必要があるよう
に認識していますので早期に対応するように要望した。

西岡宏泰議員
にしおか ひろやす

駅前の再開発について

榛原駅・室生口大野駅前の再開発につ
いて、どのような方針で行うのですか。

榛原駅前につきましては、商店街から駅前に抜けるための新
しい市道の整備と併せて集客施設の整備について奈良県農
協と協議を進めています。室生口大野駅前につきましては、観
光案内機能を持った施設整備が必要と考えています。

どちらも地域の方々と一緒に計画を作り、事業を進めていく
必要があります。地域とはどのような話をしていますか。

住民に提案をお願いすることは難しいと考えています。行政
からの素案に基づいて検討または審議をいただいて、住民の
合意形成を図っていきたいと考えております。

● 要望
住民と一緒に地域の姿を考え、引き出していくのが行政の
役割です。説得ではなく、協働で計画をつくりましょう。

勝井太郎議員
かつい たろう

３

宇陀市の観光振興について

宇陀市の観光の現状と経済効果、観光と
観光産業の考え方と振興について。

宇陀市へ平成26年度累計で1,229,950人が訪れてお
り経済効果は波及していくものと考えられ、観光振興によ
る交流人口の増加はこれからの人口減少が予想される時
代に大変重要なものであると考えています。経済研究所
の経済波及効果調査では、宇陀市に訪れて頂いた方のな
かでの市内消費が日帰りで約2,000円から3,500円、
宿泊者で約33,000円という調査結果がでています。こ
れらの結果を踏まえ、観光受け皿の整備は近々の最重要
課題と位置付けており、優れた観光資源を効果的に組み
合わせ、分かりやすく情報発信していき、行政、市民の皆
様、観光事業者が一体になって取り組んでいき、再び訪れ
たくなる観光地、周りの方に教えたくなるような観光地づ
くりが持続的な観光産業を支えていくものであると考え
ています。

廣澤孝英議員
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子育て応援アプリについて

子育て世代でのスマートフォンの利用率
が高まる中、現在宇陀市で展開している
様々な子育て支援の情報を、出先でも空き時間に手軽にしか
もタイムリーに情報が受け取れるようにスマートフォン向け
のアプリの導入を考えてはどうか。

スマートフォンを使っての情報発信は、情報ツールの進展・普
及の面から有効な施策と考えている。現在、市ホームページ
に『出会い～結婚～妊娠～出産～育児』に関する情報を一元
化したページの作成に向け情報を取りまとめている。そのよ
うに子育てに特化した専用ページをスマートフォンにも対応
できるようにすることで、アクセスしやすく利用がスムーズに
なるよう考えていきたい。
 
● その他の質問事項
・若者の夢の実現へ後押しを（高校生・学生世代への
サービスの充実の観点から、自費留学のための費用の
一部助成を提案）
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井谷憲司議員
いたに　けんじ

当面の課題３点の方針と取り組みに
ついて

観光客誘致のための近隣市町村との
連携と観光資源の整備・充実について

上田　德議員
１．特産品・名産品等の情報を商業施設の一
角で販売を兼ねて物流センターとして
展示しては。

２．公職選挙法等の改正で年齢引き下げに対する取り組みは。
３．有害鳥獣対策の更なる支援と取り組みについて。

１．商業施設の利用は効果があるが経費も掛かるので、十分
検討協議して取り組む。当面は市内各所や道の駅等で
展示・販売を進めていく。

２．年齢引き下げによる啓発活動を高校、中学教育の中で
出前講座等を取り入れ啓発を行い主権者教育、公民教
育を進め規範意識の高揚を育てていく。

３．宇陀市の大きな政策課題であり基幹産業に大きく影響
するため、生息数の減少に努め、平成３５年を目途に半減
をめざし駆除に取り組む。現在把握している生息数は、
全国統計を基準に、猪1,０００頭、鹿１，２３０頭、猿はＡＢ
群合せ８１頭で猿の全頭捕獲を計画している。

うえだ のぼる

「宇陀市の危機管理体制は大丈夫か？」
―震災時における行政組織面での対応について―

西浦正哲議員
今後３０年以内に高い確率で発生が危
惧されている東南海・南海等の大震災に
対する宇陀市の行政組織面での対応について。（特に、職員
３００人体制において市民の安全等は担保できるのか）

大災害発生に際し、住民の生命又は財産保護のため、特
に必要と認める場合、躊躇することなく、県知事に対し、
自衛隊派遣要請を行う事となります。また、「職員も被災
者である」事を想定したうえで、行政機関が機能するか
は職員個々の平素の備えにかかっており、「日頃から身
の回りの備えを行い、救助される側ではなく復旧・復興に
貢献する人」を目指す心構えを持つことが大切であると
考えています。更に、復興・支援・情報収集の要となる宇
陀市役所及び負傷者の救護・看護の責務を担う事となる
宇陀市立病院にあっては、いずれも、地震予知連絡会が
想定している震度６弱から強に耐えうる耐震性能となっ
ております。

にしうら まさのり

山本裕樹議員
観光客誘致に向けて近隣自治体との連
携をどうお考えか。又インバウンド（外国
人観光客）の対応はどうお考えか。

観光客誘致に伴う近隣自治体との連携は大事であると考え
ている。すでに連携をしている自治体もあるがさらに連携強
化を進めていかなければならないと考えている。外国人観光
客誘致に向けても情報発信ツールの作成、近隣市町村との
連携を図りながら受け入れ体制の構築、商品開発を行い来訪
者の誘客につなげていきたい。

観光地や観光施設の整備、また宿泊施設の整備について。

観光客に満足していただける観光地づくりを行う。また美榛
苑については利用客などの経営資源や温泉資源を活用した
民設・民営で施設整備ができないか、遊休地等を活用するこ
とにより民間活力による建設誘致ができないか検討中であ
る。より充実した施設を構築したい。

やまもと ゆうき
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追
悼
演

説
と
共
に
、
議
員
・
理
事
者

全
員
に
よ
る
黙
祷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。山
本
繁
博
議
員
の

安
ら
か
な
る
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

No.３

企
業
誘
致
検
証
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、議
論
を
始
め
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に『
企
業
誘
致

検
証
検
討
特
別
委
員
会
』を

設
置
致
し
ま
し
た
。農
産
物

加
工
所
の
企
業
が
早
期
撤
退

の
問
題
を
受
け
、今
回
の
企

業
誘
致
に
関
し
て
、問
題
点

等
を
確
認
、検
証
し
、今
後
審

議
を
行
う
場
合
の
基
準
等
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま

す
。

No.1

議
員
政
策
形
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
に
新
潟
大
学
法
学
部
教
授
で
行
政

学
者
の
田
村
秀（
し
げ
る
）先
生
を
お
招
き

し
、『
地
方
創
生
〜
宇
陀
市
の
魅
力
は
〜
』と

の
テ
ー
マ
の
も
と
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

約
２
時
間
に
わ
た
る
講
演
で
は
、地
域
資
源
の

活
か
し
方
や
活
性
化
な
ど
、地
方
創
生
に
つ
い

て
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。な
か
で
も
、”菟
田
野
の
ワ
ー
ル
ド
メ
ー

プ
ル
パ
ー
ク
や
八
咫
烏（
や
た
が
ら
す
）神
社

は
、宇
陀
市
の
観
光
資
源
と
し
て
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
る
と
思
う
の
で
も
っ
と
世
間
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
“
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
を
受
け
、早
速
担
当
課
で
も
調

査
に
入
る
な
ど
、宇
陀
市
の
地
方
創
生
に
向

け
て
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
き
の
の
ゆ
の
指
定
管
理
者
が

変
わ
り
ま
す
。



「市民の皆様が利用しやすい
宇陀市役所」を目指すことについて

松浦利久子議員
市民の皆さんは満足のできる行政サー
ビスを求められています。その根幹であ
る接遇能力の向上についての考えをお聞きします。

各課窓口対応において、常に職員一人ひとりが親切丁寧な対
応、的確でわかりやすい説明を心掛け、気持ち良く利用して
頂く事が「おもてなし」となり満足度の高い行政サービスに
繋がると考えています。「身だしなみ」、「挨拶」、「表情・態度」、
「言葉遣い」等、接遇改善のための研修を定期的に実施し、
職員一人ひとりのスキルアップを図って行きたいです。
 
● コメント 
私が提案しました市独自の「接遇マニュアル」の作成、「毎朝
の朝礼時に挨拶等の唱和」について、接遇研修の一環として
推進し、実践していく事がスキルアップに繋がり、市役所に
対する満足度の向上に繋がるものであると考えている、と
前向きな答弁を頂きました。

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？
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まつうら り く こ

「榛原空襲」跡を市の平和遺産と
することについて

八木勝光議員
昭和20年7月24日にアメリカ軍戦闘機
は近鉄電車を空襲し、今も生々しい弾痕
跡が残っている。この「空襲」跡は、平和と不戦の貴重なシン
ボルであり、戦後70年を迎え、「非核平和都市宣言」を行って
いる宇陀市としてこの「空襲」跡を平和遺産とし、永久保存に
努めることが必要ではないか。

県内15件あった空襲の中で、「榛原空襲」は最大の犠牲者を
出す惨事であった。昨年3月地元の方々から要望があり、市と
して現地の高架下に当時の様子を伝える案内板を設置した。
この「空襲」跡は、小学生の歴史、平和教育の場ともなってお
り、これからも途切れることなく世代を超えて伝わることを
願っている。保存には所有者である近鉄との協議が必要であ
り、難色を示されている。科学技術が発達した今日、コンク
リートの構造物を保存するだけでなく、別の方法でも「空襲」
跡を後世に伝えることを検討したい。

● その他の質問事項
・非正規雇用職員の処遇の改善について

や ぎ かつひこ

地方創生委員会の調査が終了しました。
「宇陀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」のために５月より始

まった策定委員会に呼応し設置された「地方創生特別委員会」

が閉会いたしました。

国立社会保障・人口問題研究所の推計では市の人口は2040

年に約19,000人になるとされています。今回の計画策定では

将来の宇陀市人口ビジョンとして23,000人を維持できるよう

目標設定をされました。各委員より“地域や集落単位での人

口目標を設定することや各事業の見直しがもう少し必要と考

える“また、”年次計画を進める中でさらに踏み込んで検証を

お願いしたい“等々の意見が出されました。

̶ 常任委員会視察を行いました̶

北海道で県外行政視察を行いました。札幌市では、子どもの権利を守る『子どもアシストセンターの取り
組み』について、小樽市では、教育支援活動としての『小樽わくわく共育ネットワークの取り組み』につい
て、岩見沢市では、高度ＩＣＴ基盤整備による『ＩＣＴの利活用によるまちづくり』について、各担当職員の
方々にお話を伺いました。
特にＩＣＴは、光ファイバー網を整備した取り組みで、宇陀市で応用可能なものでした。

総務文教常任委員会 (平成27年10月13日～15日)

鹿児島県で県外行政視察を行いました。霧島市では、『介護ボランティアポイント制度』について、志布志市
では、『ゴミ分別収集』について、鹿屋市では、『ばらを活かしたまちづくりの取り組み』について、各担当
職員の方々にお話を伺いました。
少子高齢化に直面する宇陀市の課題解決に向けて、世代間で支え合う社会の構築に向けて、高齢者ボランティ
ア活動を応援する取り組みを参考にしたいと思いました。

福祉産業常任委員会 (平成27年11月10日～12日)
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子育て応援アプリについて

子育て世代でのスマートフォンの利用率
が高まる中、現在宇陀市で展開している
様々な子育て支援の情報を、出先でも空き時間に手軽にしか
もタイムリーに情報が受け取れるようにスマートフォン向け
のアプリの導入を考えてはどうか。

スマートフォンを使っての情報発信は、情報ツールの進展・普
及の面から有効な施策と考えている。現在、市ホームページ
に『出会い～結婚～妊娠～出産～育児』に関する情報を一元
化したページの作成に向け情報を取りまとめている。そのよ
うに子育てに特化した専用ページをスマートフォンにも対応
できるようにすることで、アクセスしやすく利用がスムーズに
なるよう考えていきたい。
 
● その他の質問事項
・若者の夢の実現へ後押しを（高校生・学生世代への
サービスの充実の観点から、自費留学のための費用の
一部助成を提案）

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
指
定
管
理
者
が
従
来
の
事
業

者
か
ら
新
し
い
事
業
者
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。指
定
期
間
は
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成

33
年
３
月
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

従
来
の
事
業
者
は
10
年
間
指
定
管
理
を
受
け
て
き

ま
し
た
が
、今
回
辞
退
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

は
っ
き
り
し
た
理
由
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、今
期

の
５
年
間
は
赤
字
経
営
が
続
い
た
こ
と
も
一つ
の

要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
事
業
者
は
４
者
に
よ
る
共
同
事
業
体
で
す

が
、経
営
計
画
は
大
丈
夫
で
す
か
。

４
者
が
役
割
分
担
を
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の

経
営
改
善
計
画
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
減
少
傾
向
を
ど
の
よ
う
に
立
て
直
す
か

が
カ
ギ
だ
と
思
い
ま
す
。特
に
市
内
利
用
者
数
が

３
分
の
１
に
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
対
策
が
必
要

で
す
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

井谷憲司議員
いたに　けんじ

当面の課題３点の方針と取り組みに
ついて

観光客誘致のための近隣市町村との
連携と観光資源の整備・充実について

上田　德議員
１．特産品・名産品等の情報を商業施設の一
角で販売を兼ねて物流センターとして
展示しては。

２．公職選挙法等の改正で年齢引き下げに対する取り組みは。
３．有害鳥獣対策の更なる支援と取り組みについて。

１．商業施設の利用は効果があるが経費も掛かるので、十分
検討協議して取り組む。当面は市内各所や道の駅等で
展示・販売を進めていく。

２．年齢引き下げによる啓発活動を高校、中学教育の中で
出前講座等を取り入れ啓発を行い主権者教育、公民教
育を進め規範意識の高揚を育てていく。

３．宇陀市の大きな政策課題であり基幹産業に大きく影響
するため、生息数の減少に努め、平成３５年を目途に半減
をめざし駆除に取り組む。現在把握している生息数は、
全国統計を基準に、猪1,０００頭、鹿１，２３０頭、猿はＡＢ
群合せ８１頭で猿の全頭捕獲を計画している。

うえだ のぼる

「宇陀市の危機管理体制は大丈夫か？」
―震災時における行政組織面での対応について―

西浦正哲議員
今後３０年以内に高い確率で発生が危
惧されている東南海・南海等の大震災に
対する宇陀市の行政組織面での対応について。（特に、職員
３００人体制において市民の安全等は担保できるのか）

大災害発生に際し、住民の生命又は財産保護のため、特
に必要と認める場合、躊躇することなく、県知事に対し、
自衛隊派遣要請を行う事となります。また、「職員も被災
者である」事を想定したうえで、行政機関が機能するか
は職員個々の平素の備えにかかっており、「日頃から身
の回りの備えを行い、救助される側ではなく復旧・復興に
貢献する人」を目指す心構えを持つことが大切であると
考えています。更に、復興・支援・情報収集の要となる宇
陀市役所及び負傷者の救護・看護の責務を担う事となる
宇陀市立病院にあっては、いずれも、地震予知連絡会が
想定している震度６弱から強に耐えうる耐震性能となっ
ております。

にしうら まさのり

山本裕樹議員
観光客誘致に向けて近隣自治体との連
携をどうお考えか。又インバウンド（外国
人観光客）の対応はどうお考えか。

観光客誘致に伴う近隣自治体との連携は大事であると考え
ている。すでに連携をしている自治体もあるがさらに連携強
化を進めていかなければならないと考えている。外国人観光
客誘致に向けても情報発信ツールの作成、近隣市町村との
連携を図りながら受け入れ体制の構築、商品開発を行い来訪
者の誘客につなげていきたい。

観光地や観光施設の整備、また宿泊施設の整備について。

観光客に満足していただける観光地づくりを行う。また美榛
苑については利用客などの経営資源や温泉資源を活用した
民設・民営で施設整備ができないか、遊休地等を活用するこ
とにより民間活力による建設誘致ができないか検討中であ
る。より充実した施設を構築したい。

やまもと ゆうき

No.２

山
本
繁
博
議
員
が
、ご
逝
去
さ
れ
、井
谷

議
員
が
追
悼
演
説
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
９
月
２６
日
、
山
本
繁
博

議
員
が
ご
逝
去
さ
れ
、
平
成

２７
年
第
４
回
定
例
会
（
１２
月

議
会
）の
冒
頭
、
議
会
を
代
表

し
、
井
谷
議
員
よ
り
追
悼
演

説
と
共
に
、
議
員
・
理
事
者

全
員
に
よ
る
黙
祷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。山
本
繁
博
議
員
の

安
ら
か
な
る
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
し
ま
す
。

No.３

企
業
誘
致
検
証
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、議
論
を
始
め
ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に『
企
業
誘
致

検
証
検
討
特
別
委
員
会
』を

設
置
致
し
ま
し
た
。農
産
物

加
工
所
の
企
業
が
早
期
撤
退

の
問
題
を
受
け
、今
回
の
企

業
誘
致
に
関
し
て
、問
題
点

等
を
確
認
、検
証
し
、今
後
審

議
を
行
う
場
合
の
基
準
等
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま

す
。

No.1

議
員
政
策
形
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
に
新
潟
大
学
法
学
部
教
授
で
行
政

学
者
の
田
村
秀（
し
げ
る
）先
生
を
お
招
き

し
、『
地
方
創
生
〜
宇
陀
市
の
魅
力
は
〜
』と

の
テ
ー
マ
の
も
と
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

約
２
時
間
に
わ
た
る
講
演
で
は
、地
域
資
源
の

活
か
し
方
や
活
性
化
な
ど
、地
方
創
生
に
つ
い

て
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
示
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。な
か
で
も
、”菟
田
野
の
ワ
ー
ル
ド
メ
ー

プ
ル
パ
ー
ク
や
八
咫
烏（
や
た
が
ら
す
）神
社

は
、宇
陀
市
の
観
光
資
源
と
し
て
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
る
と
思
う
の
で
も
っ
と
世
間
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
っ
て
は
ど
う
か
“
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
を
受
け
、早
速
担
当
課
で
も
調

査
に
入
る
な
ど
、宇
陀
市
の
地
方
創
生
に
向

け
て
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
き
の
の
ゆ
の
指
定
管
理
者
が

変
わ
り
ま
す
。



宇
陀
市
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

菊岡千秋議員

宇陀市10周年の成果と課題に
ついて

06 2016. 2 .1 2016. 2. 1 01

12  
月
定
例
会

12
月
定
例
会 

12
月
２
日
〜
12
月
21
日

今
回
の
議
案
は

市
長
提
出
議
案

…
…

16
件

議
員
提
出
議
案

…
…

１
件

議
長
提
出
議
案

…
…

１
件

計
18
件

1. 成果の１つ目として、１０周年を市民が
共に祝い、喜びを分かち合い、更なる
市民融和と郷土愛の醸成が図れることや宇陀市の良さや
魅力を再発見又は創造し、市内外に効果的な情報発信が
図れること、市民が協働するまちづくりへの参画するきっ
かけ創り、更には、賑わいの創出による交流人口の増加、
地域の活性化が図れることなどが効果と考えております。

2. 合併１０年の成果と今後の課題については、住民サービ
スの維持・向上が図られた。また、行財政運営の効率化
により財政基盤の強化、更には、市民主体の地域づくり
の推進が図られた。今後の課題としては、人口減少、高齢
化に伴う新たな行政需要への対応が求められ、住民サー
ビスの低下を招かないように、まちづくりの在り方を検
討する必要があります。また、地域づくりに対する新たな
需要や福祉対策、雇用対策等の関係経費の増加が見込
まれるため、一層簡素で効率的な行政体制の整備と安
定的な財源の確保が必要です。

きくおか ちあき

公の契約・委託制度について

水道局契約の３件において契約・随意契
約及び工期の設定および工種変更につい
て質問を行いました。

大宇陀野依・内原については、奈良県宇陀土木事務所との関
係により入札執行を行ったが本体工事が遅れたため全体的
に工期が遅れた。玉立赤瀬地内においては、事前に隣接地権
者との立会を行っていなかった為に工程を見直し工種変更を
行った。西山左近橋においては、工期・場所等が関係する為随
意契約となった。出水期（６月１６日～１０月１５日まで）は直接
の工事は行えない。
地元住民の理解を得ながら工事を進めていきたい。

● コメント
上下水道事業において計画地域の見直しを含め、未普及
解消事業の予算配分などを見直して頂く必要があるよう
に認識していますので早期に対応するように要望した。

西岡宏泰議員
にしおか ひろやす

駅前の再開発について

榛原駅・室生口大野駅前の再開発につ
いて、どのような方針で行うのですか。

榛原駅前につきましては、商店街から駅前に抜けるための新
しい市道の整備と併せて集客施設の整備について奈良県農
協と協議を進めています。室生口大野駅前につきましては、観
光案内機能を持った施設整備が必要と考えています。

どちらも地域の方々と一緒に計画を作り、事業を進めていく
必要があります。地域とはどのような話をしていますか。

住民に提案をお願いすることは難しいと考えています。行政
からの素案に基づいて検討または審議をいただいて、住民の
合意形成を図っていきたいと考えております。

● 要望
住民と一緒に地域の姿を考え、引き出していくのが行政の
役割です。説得ではなく、協働で計画をつくりましょう。

勝井太郎議員
かつい たろう

３

宇陀市の観光振興について

宇陀市の観光の現状と経済効果、観光と
観光産業の考え方と振興について。

宇陀市へ平成26年度累計で1,229,950人が訪れてお
り経済効果は波及していくものと考えられ、観光振興によ
る交流人口の増加はこれからの人口減少が予想される時
代に大変重要なものであると考えています。経済研究所
の経済波及効果調査では、宇陀市に訪れて頂いた方のな
かでの市内消費が日帰りで約2,000円から3,500円、
宿泊者で約33,000円という調査結果がでています。こ
れらの結果を踏まえ、観光受け皿の整備は近々の最重要
課題と位置付けており、優れた観光資源を効果的に組み
合わせ、分かりやすく情報発信していき、行政、市民の皆
様、観光事業者が一体になって取り組んでいき、再び訪れ
たくなる観光地、周りの方に教えたくなるような観光地づ
くりが持続的な観光産業を支えていくものであると考え
ています。

廣澤孝英議員
ひろさわたかひで

市
税
の
減
免
申
請
は
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、納
期
限
ま
で

に
申
請
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。税
金
の
お

支
払
い
が
難
し
い
時
は
お
早
め
に
ご
相
談
下
さ
い
。

市
税
の
減
免
申
請
の
期
限

が
延
長
さ
れ
ま
す
。

滞
納
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

徴
収
対
策
課
で
は
軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
４
税
を
徴
収
業

務
と
し
て
い
ま
す
。
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
に
督

促
状
が
発
せ
ら
れ
ま
す
が
、
督
促
状
が
発
せ
ら
れ

て
か
ら
10
日
を
経
過
し
て
も
な
お
反
応
が
な
い
場

合
は
滞
納
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
地
方

税
法
で
定
め
ら
れ
、
法
律
で
は
差
し
押
さ
え
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
滞
納
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
従
前
か
ら
一
括
納
付

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
一
括
納
付
が
困
難

な
方
に
は
分
割
で
の
納
税
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

榛
原
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
及
び
榛
原
中
学
校
校
舎

耐
震
補
強
等
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。２
つ
の
工
事
を
も

っ
て
子
供
の
安
全
を
守
り
、良
好
な
教
育
環
境
の
確
保

を
図
る
各
小
中
学
校
の
耐
震
対
策
工
事
が
全
て
完
了

し
ま
す
。

小
中
学
校
の
耐
震
工
事
が

平
成
28
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
学
校
行
事
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

小
学
校
の
式
典
等
に
つ
い
て
は
農
林
会
館
の
ホ
ー
ル

を
使
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。体
育
の
授
業

で
す
が
伊
那
佐
体
育
館
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送
迎
し

授
業
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
事
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
の
検
査
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

工
事
終
了
後
に
市
職
員
の
検
査
員
が
検
査
を
行
い
、

保
証
期
間
中
の
検
査
も
受
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。



本会議
（議案提案）

常任
委員会

常任
委員会

予算
委員会

予算
委員会

12月の市 議 会の内容をわかりやすくおしらせします

議案・Topics・・・・Ｐ１～
委員会から・・・・・・Ｐ3～
一般質問・・・・・・・・・Ｐ４～
きかせて！あなたの未来
　　・・・・・・・・・・・・・・Ｐ7

本会議
（討論・採決）

予備日

No. 3
宇陀市のワカモノが将来の夢を語るコーナーです。
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次回  3 月定例会
日 月 火 水 木 金 土

徳田　将大さん（菟田野   ２６歳）
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勝 井 太郎

宇陀市ホームページ
http://www.city.uda.nara. jp/

本会議
（議案質疑）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

10：00開会（変更の場合があります）
う
だ
市
議
会
だ
よ
り
　
発
行
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陀
市
議
会
　
編
集：議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
〒
6
3
3
-0
2
9
2
　
宇
陀
市
榛
原
下
井
足
1
7
番
地
の
３

上記のコーナー「きかせて！あなたの未来」に登場していただける宇陀
市内にお住まいのワカモノの皆さんを募集します。
今、未来に向かって頑張っていること、将来の夢などをこのコーナーで
語りませんか？
住所・電話番号・氏名・年齢・学生の方は学校名と学年・保護者氏名・社会
人の方は職業を明記の上、自分の思いを270字以内にまとめ、写真を
添えて議会事務局へメール（gikai@city.uda.lg.jp）または持参か送
付して下さい。
年齢は問いません。いきいき輝くワカモノの皆さんの応募をお待ちし
ています。

私の将来の夢は、宇陀市といえば『とっきん亭』と言
われるほどのお店にすることです。
父が創業したこのお店のおかげでここまで育てても
らったので、少しでも広く知ってもらいたいと思ってい
ます。今は父の元で修行の身ですが、ゆくゆくは継ぐ
つもりです。
一時は奈良を離れ働いていましたが、生まれ育った
地元・宇陀の良さを実感し「この町、この店を元気にし
たい」と強く思うようになりました。
何か、まちおこしに役立てられる事はないかと考えてい
た時に宇陀の大和トウキ葉の存在を知りました。
これを料理に使えないかと思い、現在販売中の大和ト
ウキ葉入り餃子を考案しました。
今は、店のFacebookでも紹介している『大和トウキ葉
を使ったドレッシング』の発売に向けて日々奮闘していま
す。とくだ まさひろ

議会だよりが発行されるようになって２年目に
なりました。この本はすべての原稿執筆、デザ
イン、編集も議員だけが行う形で発行をしてお
ります。創刊当初は手探り状態で作業が深夜に
及ぶこともしばしばありました。
今年から18歳以上の方に選挙権が与えられる
ようになります。夏には参議院議員選挙もあ

り、若い世代が政治に参画する大きな機会が
やってきます。
私たちも議会だよりの紙面を通じて若い世代
が政治に少しでも関心や興味を持ってもらえ
たらと思っています。学生さんが読んでも読
みやすい議会だよりを目指して議員一同頑
張ってまいります。

お問い合わせ(議会事務局)
電話 ０７４５－８２－５７７１
IP電話 ０７４５－８８－９０８２
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